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医大別直前講習会

※内容は変更になる場合がございます。最新の情報はホームページよりご確認ください。 ◆各講座の時間割・受講料・会場についてはHPでご確認ください。

対　象 高3生・高卒生対象 料　金 6,600円（税別）

聖マリアンナ医科大学[後期]模試

昭和大学医学部[Ⅱ期]模試

科　目 2月20日（木）20:00申込締切

会　場  

2.20

2.23
科　目

英／数／化／生／物

英／数／化／生／物

東京／大阪／福岡

東京／大阪／福岡
2月17日（月）20:00申込締切

会　場  

（木）

（日）

後期・Ⅱ期
■ 獨協医科大学
■ 聖マリアンナ医科大学
■ 日本大学
■ 埼玉医科大学
■ 昭和大学
■ 日本医科大学

受付中

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410 https://yms.ne.jp/

メルマガ登録 LINE 登録

メルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧
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(c)   であり、状態方程式より を代入すると、 よって 

       .  より、与えられた関係式に従って展開して2次の 
　　微小量を無視すると、  

　　整理して  

(d)  面積Sの円柱を考え、上の面からの力は の力を受け、下の面からは の力を受ける 
　　重力は でこれらが釣り合うので、 となる 
    

(e)  と ＝より、 を消去すると  

(f)  (c)より 、(e)より なので、  

(g)   

(h) は共通であるから，上昇した空気塊の温度よりもその高度での大気の温度の方が高ければ， 
     空気塊の密度よりも大気の密度のほうが小さい。すると，空気塊に働く重力よりも浮力のほう 
     が小さいので，空気塊は下降する。
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